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第
一
回
幹
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会 

（
東
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４
月
17
日  

県
公
連
理
事
会 

（
立
町
）

４
月
19
日  

第
一
回
理
事
会 

（
東
区
）

４
月
25
日  

第
一
回
各
委
員
会 

（
東
区
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４
月
25
日  

第
二
回
幹
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会 

（
東
区
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５
月
8
日  

県
公
連
評
議
員
会 

（
立
町
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５
月
13
日  

県
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連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会 

（
立
町
）

５
月
16
日  

第
75
回
県
連
小
総
会 

（
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

5
月
23
日  

全
連
小
理
事
会 

（
東
京
）

5
月
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日  

全
連
小
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（
東
京
）

5
月
29
日  

県
公
連
専
門
委
員
会
合
同
会
議 

（
立
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６
月
3
日  
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事
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（
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回
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6
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県
公
連
理
事
会
・
評
議
員
会 

（
立
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6
月
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全
連
小
合
同
部
会
・
合
同
委
員
会 

（
東
京
）

6
月
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日  

第
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回
総
務
会 

（
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）

6
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市
連
絡
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議
会 

（
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6
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会 

（
立
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7
月
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当
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（
東
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7
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2
日  

第
二
回
理
事
会 

（
東
区
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（
立
町
） 

広
島
経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

多様な共創で持続可能な学びの場の実現を
～地域と学校の協働体制の構築に向けて～

　本校では生活科や総合的な学習の時間に、地域の特色を生かした農業体験
学習を行っている。地域の方々の指導のもと、低学年は野菜、中学年はぶど
う栽培、高学年は米づくりに取り組む。この写真はぶどう収穫時の様子で、
経験のある４年生が３年生にやり方を教える。学校に隣接する２a あまりの
田と２本のぶどうの木は、毎年引き継いだ学年が世話をし、年間を通して協
働的な学びの場となるが、課題はカビの発生であったり、獣害対策であった
り、その年の状況によって変わることが多い。経験豊富な地域の方々の知恵
を借りながら、自分たちができることを考え、工夫し、試してみるという共
創体験を通して、児童は協力すること、継続することの大切さに気付く。
　令和７年度から始まる中学校区のコミュニティ・スクールに向けて、４つ
の町内会連合会と５つの小中学校で準備会を立ち上げ、５月から学校・地域・
保護者の代表が協議を始めている。そこで期待されるのは、地域に愛着をも
ち地域に貢献しようとする志をもった人材の育成であり、持続可能な学びの
場（地域社会）の実現に向けて、地域とともにある学校が担う役割は大きい。

（三次市立田幸小学校・藤井　俊介）
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広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
は
、
昭
和
二
十

年
に
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
厳

し
い
生
活
環
境
の
中
で
、
市
民
・
県
民
が
一

体
と
な
り
復
興
へ
の
努
力
を
続
け
、
教
育
現

場
に
も
徐
々
に
新
し
い
時
代
へ
の
光
を
見
出

し
始
め
た
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
三
日
に

会
員
六
七
十
名
で
、
発
足
し
、
今
年
度
で
節

目
の
七
十
五
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
が
変
遷
す
る

中
で
、
平
成
十
年
に
は
、
当
時
の
文
部
省
か

ら
是
正
指
導
を
受
け
、
本
県
教
育
全
体
を
根

底
か
ら
見
直
し
、教
育
の
「
中
立
性
」
と
「
公

開
性
」
を
掲
げ
、
是
正
の
徹
底
と
教
育
改
革

を
推
進
し
、
県
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
教
育

の
確
立
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
三
年

に
は
、
広
島
県
公
立
学
校
長
会
連
合
会
を
設

立
し
、
広
島
県
教
育
の
発
展
を
更
に
力
強
く

進
め
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
先
輩
方
の
苦
労
や
努
力
に
よ
り
、
広
島

県
で
は
、
校
長
を
中
心
と
し
た
、
組
織
的
な

学
校
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

令
和
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
と
い
う
危
機
的
な
事
態
に
直
面
し

ま
し
た
。
不
安
や
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
学
び
を
止
め

な
い
と
い
う
強
い
覚
悟
で
、
工
夫
を
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
か
ら
広
島
市
小
学
校

長
会
が
、
県
内
に
お
い
て
広
島
県
連
合
小
学

校
長
会
と
組
織
上
分
離
し
、
県
連
小
の
組
織

自
体
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
で
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
へ
の
対
応
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、
諸
課
題
の
対
応

に
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
こ
そ
、

校
長
先
生
方
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
絆
を

強
く
し
、
悩
み
を
共
有
し
、
英
知
を
結
集
し
、

課
題
を
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
新
年
度
に
当
た
り
、
次
の
三
点
に

つ
い
て
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
校
長
が
元
気
で
い
る
こ
と
」

で
す
。
四
月
一
日
に
学
校
に
行
く
と
、
放
課

後
、児
童
会
の
新
一
年
生
が
い
ま
し
た
の
で
、

「
私
が
だ
れ
か
分
か
り
ま
す
か
。」
と
聞
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
答
え
な
い
新
一
年
生
の
横

に
い
た
三
年
生
が
、
大
き
な
声
で
「
い
つ
も

元
気
の
い
い
山
田
校
長
先
生
で
す
。」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
す
ご
く
嬉

し
く
て
、
こ
の
一
年
間
も
元
気
で
明
る
い
校

長
で
い
よ
う
と
新
年
度
の
誓
い
を
立
て
ま
し

た
。
校
長
が
、
空
元
気
の
時
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、元
気
で
明
る
い
姿
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

二
つ
目
は
、「
不
祥
事
の
根
絶
に
強
い
覚

悟
で
取
り
組
む
こ
と
」で
す
。
各
学
校
で
は
、

不
祥
事
防
止
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

昨
年
度
も
児
童
生
徒
に
対
す
る
性
犯
罪
・
性

暴
力
が
発
生
す
る
な
ど
、
不
祥
事
の
根
絶
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
児
童
生
徒
に
対
す
る

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、「
魂
の
殺
人
」
と
ま

で
言
わ
れ
、
被
害
に
遭
っ
た
児
童
生
徒
を
一

生
苦
し
め
ま
す
。
校
長
と
し
て
、
自
ら
を
律

し
、
不
祥
事
を
自
分
事
し
て
考
え
、
職
員
に

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
常
に
促
し
、

職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
不
祥
事
を
生
起
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
不
祥
事

の
根
絶
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

三
つ
目
は
、「
人
材
育
成
」
で
す
。
教
員

の
年
齢
層
に
偏
り
が
あ
り
、
人
材
育
成
は
急

務
で
す
。
私
た
ち
も
育
て
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
、
校
長
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
あ

の
校
長
先
生
に
出
会
っ
た
か
ら
」「
あ
の
校

長
先
生
と
一
緒
に
働
い
た
か
ら
」
と
い
う
校

長
先
生
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
校
長
は
、
職
員
の
人
生
を
も
左
右
す

る
存
在
に
な
り
う
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
、

職
員
の
特
性
や
指
導
力
を
見
極
め
、
職
能
成

長
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
員
と
い
う
職
業
に

誇
り
を
持
て
る
人
材
を
育
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
広
島
県
内
の
小
学
校
長
先
生
方

が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
「
広
島
で
学
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
広
島
で
学
ん
で
み
た
い
と

思
わ
れ
る
日
本
一
の
教
育
の
実
現
」
を
達
成

し
、
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者
や
地
域
の
方

の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
校
長
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
呉
市
立
広
南
小
学
校
）

七
十
五
周
年
を
迎
え

  

山
田
幸
治

会
長

会

長

あ

い

さ

つ

第75回　広島県連合小学校長会総会・研究大会
と き 令和6年5月16日（木）
ところ 広島県民文化センター

１　開会行事
２　会　　議 
３　研　　修 「日本の教育をリードする，
　　　　　　　　　　　　広島県の小学校長に期待すること」
　　講　　師 広島県教育委員会
　　　　　　　 乳幼児教育・生涯学習担当部長(兼)参与
     重　森　栄　理　様　
４　講　　演 「元気な学校を創りましょう！」
　　講　　師 前全国連合小学校長会会長
　　　　　　　 世田谷区立下北沢小学校長
     大　字　弘一郎　様　
５　閉会行事

ワ
ン
チ
ー
ム
で
日
本
一
の
教
育
県
の
実
現
を
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東
野 

大
隅  　

雅
浩

荘
野 

富
本  　

健
司

【
豊
田
郡
】

木
江 

加
藤  

千
香
恵

【
大
竹
市
】

玖
波 

貞
盛  　

倫
子

【
廿
日
市
市
】

原 

齋
藤  　

達
治

【
東
広
島
市
】

郷
田 

上
杉  　

政
景

川
上 

菅  　

ち
あ
き

原 

中
野  

詠
美
子

吉
川 

沖  　
　

秀
治

東
西
条 

下
田  

健
一
郎

平
岩 

神
重  　

修
治

河
内 

大
星  　

篤
志

志
和 

矢
原  　

豊
祥

【
江
田
島
市
】

鹿
川 

河
野  　

諭
恵

三
高 

加
藤  　

幸
恵

【
安
芸
郡
】

海
田
西 

出
元  　

永
子

熊
野
第
四 

中
川  　
　

隆

【
山
県
郡
】

戸
河
内 

竿
尾  　

久
恵

芸
北 

武
本  　

圭
子

【
三
原
市
】

糸
崎 
三
寺  　

美
穂

沼
田
東 
岡  　
　

明
美

【
尾
道
市
】

吉
和 

福
島  　

健
作

美
木
原 

石
本  　

美
喜

重
井 

曽
根  

奈
美
枝

【
世
羅
郡
】

せ
ら
ひ
が
し 

平
尾  　

浩
一

【
神
石
郡
】

油
木 

六
原  　

三
枝

【
三
次
市
】

神
杉 

高
下  　

節
夫

三
和 

佐
々
木 　

 

孝

新
入
会
員
紹
介

退
会
校
長
紹
介

委
員
会
報
告

教
育
調
査
委
員
会

委
員
長

石
原
政
信

　

本
委
員
会
は
、
広
島
県
内
公
立
小
学
校
の

実
態
把
握
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、

こ
れ
ら
の
課
題
の
改
善
・
充
実
の
た
め
の
根

拠
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
て
活
動
す
る
。
本
年
度
は
昨
年
度
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
、
調
査
項
目
の
精
選
、
調
査

方
法
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
現
場
に

お
け
る
教
育
諸
条
件
の
整
備
・
拡
充
に
資
す

る
資
料
と
す
べ
く
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

一
　
活
動
内
容

　

○　

令
和
五
年
度
の
調
査
項
目
を
継
承
し
、

　
　

県
内
小
学
校
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に

　
　
か
か
る
調
査
と
し
て
、「
白
書
的
調
査
」

　
　

を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
喫
緊
の
課
題
に

　
　

対
応
す
る
調
査
と
し
て
「
特
別
調
査
」

　
　

を
実
施
す
る
。

　

○　

調
査
結
果
の
集
計
、
分
析
を
実
施
、

　
　

課
題
の
整
理
を
行
い
、
課
題
改
善
の

　
　

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
提
言
と
し
て

　
　

ま
と
め
、
県
連
小
総
務
会
並
び
に
理

　
　

事
会
に
提
出
す
る
。
ま
た
、
県
教
委

　
　

と
の
意
見
交
換
会
で
提
起
す
る
。

　

○　
調
査
項
目
、
調
査
方
法
等
に
つ
い
て
、

　
　

現
状
認
識
と
の
ず
れ
や
実
態
に
合
っ
て

　
　

い
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
年
度

　
　

の
教
育
調
査
項
目
案
を
作
成
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月　

各
委
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
内

　
　

容
の
検
討
・
活
動
計
画
確
認
、
調
査
項

　
　

目
の
検
討
、
調
査
方
法
の
確
認

五
月　

調
査
実
施

六
〜
七
月　

調
査
分
析
役
割
分
担
、
集
計
・

　
　

結
果
の
ま
と
め
、
考
察
内
容
の
検
討
、

　
　

報
告
書
案
の
検
討

八
月　

報
告
書
内
容
の
最
終
検
討

九
〜
十
月　

「
教
育
調
査
」
報
告
書
の
作
成

　
　

・
発
行
・
配
布
、
県
教
委
へ
の
要
望
書

　
　

作
成

十
二
月　
次
年
度
実
施
調
査
内
容
等
の
検
討
、

　
　

申
し
送
り
事
項
の
確
認

一
月　

次
年
度
の
方
向
性
の
確
認

（
尾
道
市
立
日
比
崎
小
学
校
）
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人
事
給
与
委
員
会

委
員
長

阿
部
貴
志

広
報
委
員
会

委
員
長

松
下
　
篤

教
育
研
究
委
員
会

委
員
長

花
田
　
修

　

本
委
員
会
で
は
、
第
一
回
（
四
月
）
の
人

事
給
与
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
の
検
討

事
項
や
申
し
合
せ
事
項
等
を
踏
ま
え
、
本
年

度
の
役
員
を
選
出
し
、
活
動
方
針
・
活
動
計

画
等
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　
活
動
方
針

　

県
連
小
の
活
動
方
針
を
受
け
、
次
の
よ
う

に
設
定
し
た
。

○　

明
確
な
人
材
育
成
方
針
・
体
制
の
も
と
、

　

教
職
員
と
し
て
の
使
命
感
や
倫
理
観
、
実

　

践
的
指
導
力
な
ど
の
向
上
に
努
め
る
。

○　

教
職
員
の
職
責
に
相
応
す
る
適
正
な
処

遇
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

教
育
改
革
の
趣
旨
に
添
っ
た
校
長
を
中
心

に
し
た
学
校
経
営
が
進
む
よ
う
、
と
り
わ
け
、

本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
事
・
給
与
面
で

裁
量
の
幅
が
広
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
町
の
教
育
委
員
会
と
校
長
会

と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
望
ま
し
い
学
校
経

営
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月

○　

役
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
計
画
・

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
の
決
定

六
月
〜
八
月

○　

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
実
態

　

調
査
の
集
約
・
分
析
・
考
察
・
懇
談
会
資

　

料
の
作
成

十
月
〜
十
二
月

○　

人
材
育
成
等
に
係
る
研
修
会

○　

次
年
度
実
態
調
査
の
検
討

○　

本
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
次
年
度
の 

　

課
題
に
つ
い
て
の
検
討

○　

児
童
の
転
校
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼

一
月

○　

次
年
度
活
動
方
針
・
活
動
計
画
の
作
成

（
呉
市
立
昭
和
西
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
研
究
主
題
「
自
ら
未
来

を
拓
き
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創
る

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推

進
」、
副
主
題
「
夢
や
志
を
も
ち　

他
者
と
協

働
し
て　

主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創
り
出

す
子
ど
も
を
育
成
す
る
学
校
経
営
」
に
基
づ

き
、
今
年
度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

研
究
主
題
の
具
現
化
に
向
け
て
、
五
つ
の

研
究
領
域
、
十
の
研
究
課
題
を
設
け
、
さ
ら

に
研
究
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、
各
組
織
団

体
に
お
い
て
積
極
的
に
研
究
実
践
を
行
う
。

　

そ
の
成
果
を
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
研

究
集
録
『
も
み
じ
』
に
掲
載
し
、
研
究
の
一

層
の
深
化
を
図
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

　

十
六
地
区
の
各
組
織
団
体
で
行
わ
れ
る
研

究
実
践
の
交
流
の
場
と
し
て
、
年
に
三
回
の

全
体
委
員
会
を
行
う
。
特
に
今
年
度
は
、
各

委
員
が
校
長
と
し
て
学
校
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
具
体
的
に
実
践
し
て
い
る
取
組
を
交

流
す
る
こ
と
で
、
校
長
と
し
て
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
る
。
ま
た
、『
も

み
じ
』
作
成
に
向
け
、
小
委
員
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
主
な
研
究
大
会
と
し
て
、
第
七

十
六
回
全
連
小
研
究
協
議
会
徳
島
大
会
（
十

月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
）、
第
七
十
一
回

中
国
地
区
小
学
校
長
会
教
育
研
究
大
会
山
口

大
会
（
十
一
月
八
日
）、
第
二
十
四
回
広
島
県

公
立
学
校
校
長
会
連
合
会
研
究
大
会
（
十
二

月
二
十
五
日
）
が
開
催
さ
れ
る
。
会
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
次
年
度
は
、
広
島
県
連
合
小
学
校

長
会
北
部
地
区
大
会
が
庄
原
市
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
会
員
は
一
層
の
研
鑽
に
努

め
、
県
民
の
負
託
に
応
え
た
い
。

（
福
山
市
立
御
幸
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
第
一
回
（
四
月
）
広
報

委
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の
選
出
を
行
い
、

令
和
六
年
度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
。　

一
　
活
動
方
針

　

○　

県
連
小
・
各
機
関
の
会
議
・
会
合
の

　
　

審
議
決
定
並
び
に
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　

迅
速
的
確
に
伝
達
す
る
。

　

○　

会
員
の
意
思
や
、
校
長
会
の
活
動
を

　
　

収
集
伝
達
し
、
交
流
を
図
る
。

　

○　

会
員
及
び
校
長
会
に
、
職
務
遂
行
、

　
　

資
質
向
上
、
学
校
経
営
充
実
に
生
か
せ

　
　

る
情
報
を
提
供
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

①　

 

会
報
二
回

　
　
　
（
第
一
九
四
号
・
第
一
九
五
号
）
の
発

　
　

行
（
校
長
に
は
メ
ー
ル
配
信
と
す
る
）　

　
　
　

会
報
に
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
あ
い
さ

　
　

つ
、
退
・
新
任
校
長
紹
介
、
委
員
会
報

　
　

告
、
地
区
校
長
会
報
告
、
学
校
経
営
、

　
　

朝
会
講
話
、
県
教
委
だ
よ
り
、
随
想
な

　
　

ど
を
掲
載
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
七
月
・
十
二
月
）

②　

研
究
集
録
「
も
み
じ
」（
令
和
六
年
度
版

　
　

第
三
十
五
号
）
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
（
三
月
）

③ 　

速
報
の
発
行
・
配
付

　
　

・
県
連
小
速
報　

年
四
回
程
度

　
　

・
全
連
小
速
報　

年
数
回
程
度

④　

 

全
連
小
「
小
学
校
時
報
」
へ
の
寄
稿

　
　
　

テ
ー
マ
に
従
い
執
筆
依
頼
・
連
絡
な

　
　

ど
を
行
う
。（

東
広
島
市
立
造
賀
小
学
校
）
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小
林
伸
二

理
事

田
丸
　
栄

会
員

「
大
切
な
い
の
ち
」

「
挑
戦
」「
感
動
」「
感
謝
」を
合
言
葉
に

「
パ
ス
＆
ゴ
ー
ル
」
大
作
戦
！

『
自
ら
考
え　
共
に
輝
く
』
を
め
ざ
そ
う

会
員

梶
原
美
由
紀

　

今
年
度
の
合
言
葉
は
、「
挑
戦
」「
感
動
」

「
感
謝
」
で
す
。

　
「
挑
戦
」
と
は
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ

て
迷
う
こ
と
な
く
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
失

敗
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
自
分
が
決
め
た
事
、

自
分
の
や
り
た
い
事
に
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
は
で
き
な
い
時

に
は
、
友
達
に
声
を
か
け
て
友
達
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
人
に
力
を
借
り
な
が
ら
、

人
に
力
を
貸
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
学
び
合

う
こ
と
、
お
互
い
に
伸
び
合
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
感
動
」
と
は
、
自
分
が
勇
気
を
も
っ
て

挑
戦
す
る
こ
と
で
、「
で
き
た
」「
頑
張
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
実
感
を
も
つ
こ
と

で
す
。
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
し
た
、
本
気

で
頑
張
っ
た
と
い
う
思
い
、
本
気
で
挑
戦
す

る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
感
動
を
是
非
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
感
謝
」
で
す
。
私
た
ち
が
い

ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
で
き
る
の
は
、
周
り
の

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

る
か
ら
で
す
。
周
り
の
人
た
ち
、
周
り
の
環

境
に
し
っ
か
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
持
つ
こ
と

が
、
き
っ
と
ま
た
自
分
の
新
し
い
挑
戦
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
を
通
し
て
、
ど
ん
な
自
分
に
な
れ

た
ら
よ
い
か
、
な
り
た
い
自
分
に
ど
の
よ
う

に
近
づ
い
て
い
る
の
か
な
ど
、
見
通
し
を
も

っ
た
り
振
り
返
り
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
丁
寧
に
向
き

合
い
な
が
ら
前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

「
挑
戦
」「
感
動
」「
感
謝
」
の
三
つ
の

こ
と
を
大
切
に
し
、
旭
小
学
校
の
学
校
教
育

目
標
で
あ
る
『
自
ら
考
え　

共
に
輝
く
』
を

み
ん
な
で
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
福
山
市
立
旭
小
学
校
）

　

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
日
は

と
て
も
大
切
な
話
を
二
つ
し
ま
す
。

　

一
つ
は
「
学
校
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
去
年
も

こ
の
場
で
話
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
場
で
話
を
し
て
い
ま
す
か
ら
分

か
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

一
番
大
切
な
の
は
、「
い
の
ち
」
で
す
。
皆

さ
ん
は
、
命
を
い
く
つ
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
う
一
つ
で
す
。
命
は
、
一
人
に
一
つ
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
命
は
、
全
力
で
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
大
事
で
す
。
そ
の

命
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
ご
家
族
か
ら
い
た
だ

い
た
そ
の
命
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
友

達
の
命
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
校
長
先

生
も
他
の
先
生
方
も
全
力
で
皆
さ
ん
の
命
を
、

守
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
話
は
も
う
一
つ
大
切
に
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

そ
れ
は
「
言
葉
」
で
す
。
こ
れ
も
一
年
前

に
お
話
を
し
ま
し
た
。
言
葉
と
い
う
の
は
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　

言
葉
の
使
い
方
次
第
で
は
人
を
傷
つ
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
を
悲
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
言
葉
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

言
葉
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
自
分
や
ま

わ
り
の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

自
分
も
友
達
も
大
切
に
す
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
新
し
い
学
年
で
一
年
間
、
津
田
小

学
校
の
校
訓
に
も
あ
る
よ
う
に
「
強
く　

正

し
く　

明
る
く
」
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

（
廿
日
市
市
立
津
田
小
学
校
）

　

今
年
度
の
神
石
小
学
校
の
合
い
言
葉
は
、

「
パ
ス
＆
ゴ
ー
ル
」
大
作
戦
で
す
。

　
「
パ
ス
」
と
は
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
ボ
ー

ル
な
ど
を
だ
れ
か
に
渡
す
こ
と
で
す
。
そ
の

時
に
、
パ
ス
を
受
け
て
く
れ
る
相
手
の
こ
と

を
信
じ
な
く
て
は
パ
ス
が
出
せ
ま
せ
ん
ね
。

そ
し
て
、
自
分
が
全
力
を
出
し
て
い
な
い
と
、

パ
ス
を
も
ら
っ
た
人
も
力
を
出
し
切
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
出
て
き
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
の
「
パ
ス
＆
ゴ
ー
ル
」
と
い
う
こ
と
を

学
校
生
活
に
置
き
換
え
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
は
こ
れ
だ
。

こ
れ
を
す
る
と
学
校
が
楽
し
く
な
る
は
ず
だ

と
、
ア
イ
デ
ア
・
知
恵
を
出
し
て
行
動
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
の
三
・
四
年
生
が
、

八
尾
城
を
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
魅
力

あ
る
場
所
に
し
よ
う
と
考
え
、
丸
太
を
使
っ

た
遊
び
場
を
作
っ
た
よ
う
に
。

　

次
に
、
ま
わ
り
の
人
の
考
え
を
よ
く
聞
い

て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
加
え
て
行
動
す
る

こ
と
で
す
。
応
援
し
た
り
、
少
し
違
っ
た
考

え
を
言
っ
た
り
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
、
パ
ス
を
も
ら
っ
た
人
が
す
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
・

知
恵
を
出
し
、
力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
す
る
こ

と
が
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
。」「
楽
し
か
っ
た
。」

と
い
う
最
高
の
「
ゴ
ー
ル
」
に
近
付
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
考
え
、
判
断
し
た
こ
と
を
先

生
た
ち
は
応
援
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
の

主
役
は
み
な
さ
ん
だ
か
ら
で
す
。
先
生
た
ち

は
、
み
な
さ
ん
に
「
ま
か
せ
ま
す
。」
そ
れ
が
、

先
生
た
ち
か
ら
、
み
な
さ
ん
へ
の
「
パ
ス
」

で
す
。
さ
あ
、「
ま
か
せ
ら
れ
た
」
み
な
さ
ん
、

今
年
度
の
「
ゴ
ー
ル
」
に
向
か
っ
て
最
後
ま

で
走
り
切
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

   （
神
石
高
原
町
立
神
石
小
学
校
）



6令和 6年 7月 1日第 194 号

あ
と
が
き

豊
か
な
心
と
身
体
育
成
課
長

体
育
に
関
す
る
指
導
の
変
遷

心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
と
豊
か
な
ラ
イ
フ
の
実
現
を

　
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増

進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
」

は
、
体
育
科
の
目
標
の
一
部
で
あ
る
。
体
育

科
授
業
は
も
と
よ
り
、
学
校
の
先
生
方
や
自

分
自
身
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

　

体
育
科
に
お
い
て
は
、
子
供
の
体
力
の
低

下
傾
向
に
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

運
動
す
る
子
供
と
そ
う
で
な
い
子
供
の
二
極

化
傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
な
児
童
の
割
合
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
四
年
度
の
「
第

四
十
五
回
広
島
県
小
学
校
体
育
科
研
究
大
会

（
山
県
大
会
）」
に
向
け
た
前
任
校
（
北
広
島

町
立
大
朝
小
学
校
）
で
の
体
育
科
研
究
に
お

い
て
も
、
運
動
技
能
の
習
得
や
体
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
好
き

を
目
指
す
体
育
科
授
業
に
転
換
す
る
こ
と
に

重
き
を
お
い
た
。
そ
の
結
果
、
運
動
の
得
意

不
得
意
に
関
わ
ら
ず
、
子
供
一
人
一
人
が
生

き
生
き
と
体
育
科
授
業
を
は
じ
め
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
先
生
方
に
と
っ
て
も
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
は
、
最
も
大
切
な
基
盤
で
あ
る

と
感
じ
る
。
そ
の
基
盤
に
不
安
が
あ
る
と
力

を
発
揮
で
き
に
く
く
な
り
、
こ
ん
な
授
業
、

こ
ん
な
教
育
活
動
を
創
り
た
い
と
い
う
情
熱

に
も
影
響
が
出
て
し
ま
う
。
心
身
の
健
康
の

保
持
が
困
難
と
な
る
と
休
ま
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
も
な
り
、
本
人
・
職
場
・
家
庭
に
と

っ
て
も
し
ん
ど
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、「
働
き
方
改
革
」
が
叫
ば
れ
て
し
ば

ら
く
経
つ
が
、
学
校
で
努
力
で
き
る
業
務
改

善
は
、
ど
の
学
校
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

行
政
か
ら
の
保
護
者
・
地
域
へ
の
更
な
る
啓

発
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
管
理
職
と
し
て

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
組
や
安
心
・
安

全
な
職
場
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

　

先
生
方
が
教
育
活
動
に
情
熱
を
注
ぎ
つ
つ
、

仕
事
以
外
に
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
好
き

な
こ
と
・
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
に
時
間
が

使
え
る
よ
う
に
学
校
経
営
を
行
い
た
い
。
そ

の
こ
と
が
子
供
、
先
生
方
、
自
分
自
身
の
心

身
の
健
康
の
保
持
増
進
と
豊
か
な
ラ
イ
フ
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

（
北
広
島
町
立
八
重
東
小
学
校
）

　　

今
年
度
の
総
会
・
研
究
大
会
も
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
全
校
長
参
集
に
よ
る
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
縮
小
・
中
止
し
て
き
た
学
校
行

事
や
地
域
行
事
等
が
復
活
し
始
め
、
働
き
方

改
革
も
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中

で
の
学
校
経
営
は
、
校
長
先
生
方
に
と
っ
て

大
変
な
ご
苦
労
・
ご
心
労
が
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
会
報
一

九
四
号
が
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と

え
に
皆
様
方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

県
連
小
広
報
活
動
が
、
少
し
で
も
皆
様
の

学
校
経
営
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

広
島
県
教
育
委
員
会　

黒
田
康
弘

　

全
国
的
に
子
供
の
体
力
・
運
動
能
力
の
値

が
低
下
し
て
い
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
要
因
と
し
て
は
、
運
動
機
会
や
時
間
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
昨
年
度
、
ス
ポ

ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
第
三
期
広
島
県
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

政
策
目
標
の
一
つ
に
「
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
社
会
の
実
現
」

を
挙
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
幼
児
期
に
お

け
る
運
動
遊
び
や
学
校
体
育
活
動
の
充
実
が
、

小
学
校
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

広
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
が
体
育

を
楽
し
く
学
び
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
意
欲
が
高
め
ら
れ
る
授
業
改
善
を
図
る
た

め
、
教
員
の
指
導
力
向
上
推
進
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

小
学
校
段
階
で
は
、
運
動
そ
の
も
の
を
楽

し
む
活
動
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
提
唱
し
て
い
る
「【
ア
ク
テ
ィ

ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
子
供
が
運
動

を
好
奇
心
や
面
白
さ
に
よ
る
内
発
的
な
動
機

付
け
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
運
動
」

を
推
進
校
で
効
果
検
証
を
行
っ
て
お
り
、
得

ら
れ
た
知
見
を
市
町
教
育
委
員
会
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
体
育
指
導
推
進
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

で
指
導
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

各
学
校
で
行
わ
れ
る
体
育
の
授
業
に
活
か

し
て
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

　

ま
た
、
政
策
目
標
に
対
す
る
指
標
と
し
て

は
、
広
島
県
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
に
お
い
て
、「
運
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
こ
と
は
好
き
で
す
か
」
の
問
い

で
「
好
き
」
な
ど
の
愛
好
度
の
向
上
を
設
定

し
て
い
る
。
体
育
活
動
の
成
果
指
標
と
し
て

の
体
力
・
運
動
能
力
の
値
だ
け
で
な
く
、
こ

う
い
っ
た
愛
好
度
の
向
上
に
も
注
視
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
児
童
が
体
育
を
楽
し
く
学
び
、

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
欲
が
高
め
ら

れ
る
授
業
改
善
が
果
た
さ
れ
、
体
力
の
向
上

が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

終
わ
り
に
、
子
供
が
挑
戦
し
た
い
競
技
や

自
分
が
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
何
卒
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

川
上
克
己

副
会
長


